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サ
ト
ウ
キ
ビ
産
業
は
、
沖
永
良

部
経
済
の
維
持
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら

民
間
企
業
の
南
栄
糖
業
と
地
域
経

済
と
の
関
連
を
見
よ
う
。
奄
美
大

島
加
計
呂
麻
島
の
叶
芳
和
教
授

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
は
、
県
内

に
３

・
９７
倍
の
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
と
語
っ
て
い
る
。
南
栄
糖
業

と
い
う
サ
ト
ウ
キ
ビ
処
理
会
社
が

島
内
に
あ
る
か
ら
、
運
送
業
や
修

理
業
、
企
業
関
連
業
務
等
が
付
随

し
て
く
る
。
農
工
連
携
の
典
型
で

あ
る
。
南
栄
糖
業
の
現
在
の
雇
用

は
、
常
勤
社
員
は
３６
人
で
、
製
糖

期
の
季
節
要
員
は
４０
～
５０
人
で
あ

る
。
両
町
へ
の
住
民
税
収
入
は
大

き
い
と
推
測
で
き
る
。

南
栄
糖
業
は
、
１
９
９
６
年
か

ら
の
経
営
危
機
を
経
験
し
た
。
当

時
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
は
、
わ
ず
か

４
万
７
千

ント
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
れ
で
累
積
赤
字
は
１０
億
円
を
超

し
て
し
ま

っ
た
。
９６
年
に
２８
人
を

解
一雇
し
た
上
に
、
翌
年
に
は
さ
ら

に
２２
人
を
解
一雇
す
る
計
画
が
提
示

さ
れ
た
。
墓
示
本
社
も
沖
水
良
部

に
移
転
し
、
再
建
に
努
め
た
。

こ
の
よ
う
な
試
練
を
乗
り
越
え

て
、
農
家
も
協
力
し
て
現
在
は
輝

か
し
い
実
績
を
上
げ
た
。
１６
‐
‐７

年
度
の
操
業
は
、
例
年
よ
り
早
く

・２
月
１
日
に
始
ま
り
、
４
月
２９
日

南
栄
糖
業
と
地
域
経
済

西
村

富
明

（沖
永
良
部
国
頭

。
西
村
書
斎
主
宰
）

に
終
了
し
た
。
搬
入
量
は
、
９
万

６
５
０
０

ント
に
達
し
た
。
１
反
当

た
り
収
量
も
伸
び
て
６

ｏ
ｌ

ント
に

達
し
た
。
会
社
側
は
、
今
期
の
原

料
に
つ
い
て
、
天
候
に
恵
ま
れ
た

お
か
げ
で
、
キ
ビ
重
量
良
し
、
単

収
良
し
、
糖
度
良
し
で
、
質
量
と

も
に
良
か

っ
た
と
喜
ん
で
い
る
。

農
家
の
皆
さ
ん
が
頑
張

っ
た
お
か

げ
で
あ
る
。

こ
と
し
７
月
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
産

業
の
未
来
と
沖
永
良
部
経
済
の
持

続
的
成
長
の
在
り
方
を
考
え
る
シ

矢
尋
釜
」
な
と
可
層

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
っ
た
。
サ
ト
ウ

キ
ビ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
杉
本
明

氏
は

「製
糖
工
場
は
、
食
糧
生
産

と
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
■
供
給
の
拠

点
だ
」
と
し
て
、
新
た
な
付
加
価

値
を
地
域
に
も
た
ら
す
も
う

一
つ

の
産
業
を
提
示
し
た
。
燃
料
エ
タ

ノ
ー
ル
の
製
造
や
バ
ガ
ス
に
よ
る

工
場
発
電
の
売
電
な
ど
を
、
可
能

と
す
る

「周
年
収
穫
多
段
階
利
用

技
術
」
確
立
へ
の
戦
略
を
提
言
し

た
。
１０
月
操
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
。
石
田
秀
輝
東
北
大
学
名
誉

教
授
は
、
沖
永
良
部
の
自
立
自
足

型
社
会
に
向
け
て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
高
次
利
用
展
開
に
期
待
し
た
。

会
社
と
島
民
が

一
体
と
な

っ

て
、

「将
来
展
望
の
検
討
委
員

〈
ご

を
設
立
す
る
好
機
が
到
来
し

て
い
る
と
私
は
思
っ
た
。
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